
◆ 第 1５回 のむら復興まちづくりデザインワークショップを開催しました！

野村地区の復興まちづくりについて話し合う「のむら復興まちづくりデザインワークショップ」。

令和３年 12 月 23 日（木）に開催した第 15 回目の内容を報告します。

▶ 開催記録

【日 時】 令和 3 年 12 月 23 日（木）19：00～21：00

【場 所】 野村公民館 3 階 【主 催】 西予市

【協 力】 愛媛大学、東京大学復興デザイン研究体

【参加者】 71 名（市民、各種団体代表者、野村高校生ら）

【内 容】 〇野村高校「乙亥大相撲サツマイモ販売イベント」報告

      〇左岸側実施設計の説明

      〇グループワーク「左岸側の空間利活用・維持管理活動のイメージの共有」など

▶ 野村高校生による乙亥大相撲サツマイモ販売イベントの報告

野村高校生による復興まちづくりの取組み「菜園共創プロジェクト」。

野村が誇る一大イベント「乙亥大相撲」と同日・同会場で開催された軽トラ市での販売イベント

を報告しました。自らが栽培・収穫したサツマイモを使って用意したメニューは、焼き芋、豚汁、

スティックパイの 3 種。どれも好評で、全て完売。メニュー決めから当日の下準備、販売、呼び込

み、資金管理、片付け、徹底した感染対策など、イベントの一連の流れを全て自分たちで行い「難

しさも実感しつつ、貴重な体験ができた」旨の報告とともに、この経験を次代にも受け継ぎ、継続

した復興まちづくりを行っていきたいという決意も示されました。引き続き、地元の皆様もこの取

組みへの応援とご協力をよろしくお願いします。

▶ 今回から野村中学校の生徒も参加！

「復興まちづくりに関わりたい！」ある野村中学校の先生と生徒からご相談を受けたのは 10 月
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▲【報告資料より転載】当日の販売の様子（ワークショップ事務局員もいただきました。どれもおいしかったです♪）



のことでした。是非一緒にやりましょう！ということで、有志の野村中学生 7 人が参加。会場での

直接参加と、インターネットを活用して会場と各個人をつなぐオンライン参加の 2 通りに分かれ

て、積極的に意見やアイディアを出し合いました。中学生をコーディネートするのは野村地域の地

域おこし協力隊染田隊員。自らの経験

を生かしてキャリア教育を行ってい

ます。本ワークショップは回を重ねる

ごとに幅広い世代の参加が増えてい

ます。今後も、次世代を担う若者の視

点も生かした復興まちづくりを進め

ていきます。

▶ 左岸側（レクリエーションエリア）のグループワーク結果

左岸側に整備されるレクリエーション広場とスポーツコート広場について、前回のワークショッ

プで出た意見を反映した実施設計の内容を説明した後、「更なる設計への反映」「壁あてウォール（※

1）」「サインの内容（※2）」について意見やアイディアを出し合いました。

【主な意見の一例】

① レクリエーション広場 ② 休憩所 ③ スポーツコート広場

更 な る 設 計

への反映

・土が園路に流れ出ないように

・水はけのよい土を入れる

・トイレ、手洗い場の確保

・駐輪場があっても良い

・AED 等緊急用具の設置

・維持管理コストは？

壁あて

ウォール

・ボールが越えないようにある

程度高さが必要

・壁の裏に案内サインを書く

・ここには不要だと思う

・アイディアは良い。是非使用

したい

・子どもは無料で使用する

・バスケットコート内に壁をつ

くることで幅広な利用ができる

サインの

内容

・公園の名前は皆で決める！

・施設案内は必要

・災害の記録を残す

・点字ブロックをつける

・使用ルールを明記する

・子どもが書いた絵をいれる

（※1）・・・スポーツウォールとも呼ばれ、ボールの跳ね返りを利用し壁打ち練習などで活用するもの。

（※2）・・・広場内に設置する案内板。広場名称、地図、この地の歴史、シンボルマークなどの情報を掲載するもの。

次回ワークショップは、3 月下旬に実施をする予定です。

【お問い合せ先】 西予市 復興支援課 電話：0894（62）1455

▲染田協力隊とオンライン参加生徒 ▲発表でも中学生・高校生が大活躍

実施設計位置図

① ② ③


